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ڭ�ڱ ম঴पउऐॊ৉ୠਁુઐৢभ૽સ॑౷ऽइञలਟ൸

第２章から第５章で整理した、本計画の位置づけ及び上位・関連計画を踏まえた町内公共
交通網の役割、重点課題等を踏まえ、本町における地域公共交通の将来像について、以下の
通り設定します。

居住する町民がこれからも安心して本町に住み続けることができる公共交通網の確保に向
け、「ふれあい今金「まちづくり」を実現する 安心して生活できる公共交通網の構築」を
本町地域公共交通の将来像に設定します。

将来像の実現に向け、現在、町内で運行させている予約バス「ルンるん号」について、よ
り利便性を高め、効率性にも配慮した見直しを行うとともに、町内を運行する函館バスの路
線「瀬棚線」について、利用実態に応じた見直し等を行うなどの施策を展開し、町民をはじ
め来訪者なども利用しやすい公共交通網の構築を目指すこととします。

将来像の実現に向け、以下の５つの基本目標を設定します。
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০স঴৉ୠਁુઐৢੑ઺भలਟ൸

ふれあい今金「まちづくり」を実現する
安心して生活できる公共交通網の構築

～人のおでかけや生活を支え、未来を拓く交通網の構築～

ڮ�ڱ ੎ਡୖ਻॑౷ऽइञ੦ম৯ఏ

੦ম৯ఏ
ڭ

੅ਢ૭ચऩnॻ॔؞ॺॗ؞ॻ॔|द඿ిऩেણ୎
৿॑ન৳

ৌૢ
੎ਡୖ਻

①②③④⑧
⑩

予約バス「ルンるん号」運行地域を対象に、現ルンるん号の利用状況を考慮しつつ、より
町民の生活移動の実態に即した運行エリア及び運行時間帯、便数などの運行計画の見直しを
実施します。

੦ম৯ఏ
ڮ

েણ୎৿भ்॑ઁऑॊn৉ୠਁુઐৢ|द਍৸
ऩেણ୎৿॑ન৳

ৌૢ
੎ਡୖ਻

②③④⑤⑥
⑧⑩

予約バス「ルンるん号」未運行地域を対象に、現在運行している函館バス路線に加え、よ
り地域公共交通を利用しやすい環境づくりに向け、現ルンるん号の利用実態を踏まえた、運
行エリアの拡大を実施します。

੦ম৯ఏ
گ

৻౹ઐৢभ଑োपेॉਹ೶ਙभৈःেણ୎৿
॑ન৳

ৌૢ
੎ਡୖ਻

②③④⑦⑧
⑨⑬

函館バス路線で自由乗降区間を実施している道道936号線沿線地域を対象に、生活移動の
継続的な確保を目的に、予約バス「ルンるん号」の運行エリア拡大を検討します。

੦ম৯ఏ
ڰ

েણ෠॑અൟखञn৉ୠ৑ୌ଍௺ଁಉभৄઉ
ख|दలਟपॎञढथઁୠ෠भেણ୎৿॑ન৳

ৌૢ
੎ਡୖ਻

③④⑦⑧⑨
⑭

町民や今金町への地域公共交通を活用した移動を継続的に確保していくことを目的に、町
内を運行する地域間幹線系統のサービス改善及び合理化を函館バスに対して提案します。

੦ম৯ఏ
ڱ

৉ୠਁુઐৢ॑ेॉମ੺प૎गैोॊnਹ৷യ
ਤੁभன৫|द৉ୠਁુઐৢ॑೶ਹध૎गॊਔ
௙॑ᅿਛ

ৌૢ
੎ਡୖ਻

①③④⑫

地域公共交通モードの見直し・導入と同時並行で、交通モードを“知って”“使ってもらう”
機会の創出として、各種利用促進策を展開します。
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図５-１ 本町が目指すべき将来像
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گ�ڱ ঴ড়भ੗஘ऩ୎৿੍॑इॊ৉ୠਁુઐৢभ૽સ

本町内を運行している地域公共交通は、町民の通勤・通学、買い物、通院、入浴等の私用
など、多様な移動需要を支えており、再編後の本町内を運行する地域公共交通についても、
変わらずその機能を発揮させることが必要です。
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ৢඐ৾ৢ؞
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）
・瀬棚線（743系統）

ୌ଍ઐৢ
・瀬棚線（721系統）
・瀬棚線（743系統）
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ৢ੹
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੒৺ং५َঝথॊ॒ಀُ

೩঻ং५
ગౣ৏੒৺ং५َঝথॊ॒ಀُ

঴ਗ

ৢඐ৾ৢ؞
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）
・瀬棚線（743系統）

ୌ଍ઐৢ
・瀬棚線（721系統）
・瀬棚線（743系統）

େः੟
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）

ৢ੹
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）
・快速瀬棚号（710系統）

ୌ଍ઐৢ
・瀬棚線（721系統）
・快速瀬棚号（710系統）

எ৷
ୌ଍ઐৢ

・瀬棚線（721系統）
・快速瀬棚号（710系統）

ୌ଍ઐৢ
・瀬棚線（721系統）
・快速瀬棚号（710系統）

図５-２ 町内を運行する地域公共交通の役割

【令和4年度生活交通路線維持車両更新事業補助金で購入した車両】
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হ঵ڮ ੒৺ং५َঝথॊ॒ಀُ౞ઈষ৉ୠषभઈষग़জ॔भఁপ

໪ਏ

現在、予約バス「ルンるん号」が運行していない「鈴岡・神丘の西部地区」において、事
業１で行うエリア統合による運転手及び車両の活用や当該地区を運行する患者バスの交通資
源を活用し、予約バス「ルンるん号」のエリア拡大を行います。
エリア拡大を行う予約バス「ルンるん号」を含め、全ルンるん号の路線については、本町

から必要となる運行経費を捻出するとともに、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
等を活用し、運行維持確保を行います。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ઈষৌ଴ग़জ॔भਫ਼ୈ
本町市街地で交通空白地域となっている「鈴岡・神丘の西部地区」を予約バス「ルンるん

号」の新規運行エリアとします。

⋈ઐৢৱ౺भણ৷
現在、「鈴岡・神丘の西部地区」には患者バスが１日２便、通院もしくは入浴を目的とし

た移動でのみ利用が可能な状況ですが、利用目的及び運行時間帯の拡大を目的として、患者
バスの交通資源を活用し、予約バス「ルンるん号」としての運行に転換することの検討・調
整を行います。

⋉ઈষ१شঅ५਷૆भਫ਼ୈ
現在、運行している患者バス（鈴岡・神丘方面）の運行サービス水準を踏襲し、２便/日

の運行便数を確保します。なお、運行曜日についても、現行患者バス（鈴岡・神丘方面）の
運行曜日を踏襲し、月曜日から金曜日までの週５日運行とします。
また、国庫補助金の活用

も見据えているため、予約
バス「ルンるん号」への転
換の際には、有償での運行
を想定しています。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ

ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定 検討・調整 本格運行・継続的な見直し

図５-５ 予約バス「ルンるん号」の使い方
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੦ম৯ఏگ ৻౹ઐৢभ଑োपेॉਹ೶ਙभৈःেણ୎৿॑ન৳
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হ঵گ ௿ྕ଍كଁ௺���قपउऐॊ੊੊���ಀ଍ઈষય৑भಢ൪৲

໪ਏ

町内を運行する幹線交通である瀬棚線（721系統）について、さらなる速達性の向上を図
るため、利用需要が限られている道道936号線運行区間の運行から、国道230号花石道路の
運行に振替、本町から長万部町まで所要時間短縮を図ります。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ਚਏৎ৑ಢೠ஍ટभତ৶
幹線交通「瀬棚線（721系統）」について、道道936号線運行区間の運行から、国道230

号花石道路の運行に振り替えることで、既存の所要時間から「10分間」の短縮が図られる
ことが期待されます。
また、運行キロとして「約7km/便」の削減に繋がることから、本町として瀬棚線（721

系統）の運行維持確保に要している経費の圧縮に寄与することが期待されます。

⋈ป଍કড়षभ୶஭॑ਈ৵৲घॊ৻౹ઐৢभਫ਼ୈ
既存の患者バスを活用し、これまでバス運行路線の沿線まで移動が必要であった現状から、

自宅付近から利用でき、利便性を確保した移動手段の創設を検討します。

⋉ঢ়બঽ੘৬఺लઐৢহ঵঻धभੈ৮؞৹ତ
幹線交通「瀬棚線（721系統）」は、本町のほか、せたな町、長万部町内も運行しており、

運行計画の変更に際しては、関係する２自治体との協議・調整が必要であることから、必要
な協議・調整を行っていきます。
加えて、瀬棚線（721系統）は、函館バス株式会社が運行する民間バス路線であることか

ら、瀬棚線（721系統）の運行ルート変更に伴う影響（利用者数変動や運行経費変動等）に
ついても協議・調整を行います。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、関係自治体、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ

ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定 協議・調整が完了し次第、運行内容を見直し

図５-６ （左）見直し対象区間及び（右）自治体ODの整理
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হ঵ڰ ੊੊���ಀ଍ป଍पउऐॊ৻౹ઐৢभ଑ো

໪ਏ

幹線交通「瀬棚線（721系統）」の国道230号花石道路の運行に伴い、交通空白地域とな
る道道936号線沿線地区において、現行の患者輸送バスから予約バス「ルンるん号」として
の運行に転換することを検討・調整します。
エリア拡大を行う予約バス「ルンるん号」を含め、全ルンるん号の路線については、本町

から必要となる運行経費を捻出するとともに、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
等を活用し、運行維持確保を行います。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ઈষৌ଴ग़জ॔भਫ਼ୈ
幹線交通「瀬棚線（721系統）」の国道230号花石道路の運行に伴い、交通空白地域とな

る道道936号線沿線地区において、予約バス「ルンるん号」の新規運行エリアとします。

⋈ઐৢৱ౺भણ৷
患者バスの交通資源を活用し、予約バス「ルンるん号」としての運行に転換することの検

討・調整を行います。

⋉ઈষ१شঅ५਷૆भਫ਼ୈ
現在、運行している患者バス（美利河・花石・中里方面）の運行サービス水準を踏襲し、

2便/日の運行便数を確保します。なお、運行曜日についても、現行患者バス（美利河・花
石・中里方面）の運行曜日を踏襲し、火曜日から金曜日までの週4日運行とします。
また、国庫補助金の活用

も見据えているため、予約
バス「ルンるん号」への転
換の際には、有償での運行
を想定しています。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ

ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定

図５-７ 予約バス「ルンるん号」の運行イメージ

検討・調整 本格運行・継続的な見直し
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হ঵ڲ ઐৢহ঵঻ध৴௚खञং५॑ମ੺प૎गथुैअ਄ੌभৰ઱

໪ਏ

地域公共交通を利用した“おでかけ”を行う習慣を身につけることやバスを利用してもらう
きっかけづくりとして、交通事業者と連携し、地域公共交通を利用するハードルが下がるよ
うな取組を実施します。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ઐৢহ঵঻ध৴௚खञਹ৷യਤय़কথঌشথभৰ઱
地域公共交通を利用したことがない町民が、地域公共交通に乗って“おでかけ”を行うきっ

かけ作りや普段、地域公共交通を利用している町民も含め、少しでも地域公共交通を安価に
利用できるような取組を実施します。

⋈঴৔ଣଛ॑ણ৷खञ੒৺ং५َঝথॊ॒ಀُઈষपঢ়घॊఢੴभৰ઱
町から各戸への町のイベント情報の周知で活用している町内放送において、予約バス「ル

ンるん号」の運行状況に関する内容を放送し、予約バス「ルンるん号」の運行を知ってもら
う取組を実施します。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、町民、関係自治体、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ

ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定 適宜実施

出典：函館バス
図５-８ 交通事業者が企画、関係自治体と協力・後援を行った事例
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໪ਏ

町内を運行する地域公共交通のうち、本町が独自で運行させている予約バス「ルンるん
号」について、オンライン上で予約受付ができ、予約バス「ルンるん号」の接近情報をデジ
タル媒体でお知らせするシステムを導入することで、予約バス「ルンるん号」の運行状況を
見える化します。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ၽைং५ଡ଼଍पउऐॊઈষ૾யभৄइॊ৲भৰ઱ਫ਼ୈ
函館バス株式会社では、路線バスが

“いつ”“どこ”を運行しているのかリア
ルタイムに情報発信するバスロケー
ションシステムを導入しており、パソ
コンやスマートフォンなどから運行情
報を入手できるが、高齢者でも容易に
運行情報を確認できるよう、町内にお
いて待合施設を保有しているバス停
（交通結節点）にバスロケーションシ
ステムの表示板の設置を検討します。
なお、バスロケーションシステムの

導入にあたっては、函館バス株式会社
が保有するシステムを有効活用できる
よう、函館バス株式会社と継続的な協
議を行っています。
町内においては、待合機能を保有し

ているバス停（交通結節点）を中心に
設置を検討します。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、システム事業者、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ

ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定 システム事業者等との調整が完了し次第、導入

出典：函館バス株式会社
図５-９ 函館バス株式会社バスロケーション

システム設置事例①

出典：函館バス株式会社
図５-１０ 函館バス株式会社バスロケーション

システム設置事例②
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໪ਏ

町内交通から幹線交通への乗継など、より町民が地域公共交通を利用しやすい環境整備に
向け、町内交通と幹線交通で共通で利用できる定期券の販売などを行っていきます。

఻৬৓ऩ৔ઍ

⋇ૌফ২पৰ઱खञஃਛহ঵भ५य़ش঒॑૞અपखञ਄ੌभਫ਼ୈ
今金町では、過年度に６５歳以上の町民を対象に２，０００円（実質２，２００円分）の

バスカードの半額（１，０００円）助成を行っていました。
※１年度につき、最大５，０００円分を助成
現在は、バスカード自体は廃止となりましたが、函館バス株式会社でＩＣカードを導入し

ていることから、町内の高齢者の方のＩＣカードの普及率や利用状況などを踏まえながら、
新たな運賃助成制度を検討します。

ৰ઱਌৬

協議会、交通事業者、関係機関、今金町

ৰ઱५ॣ४গشঝ
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ੑ઺ੁ৒ ੑ઺௓ਤ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

計画
策定 適宜実施

図５-１１ 過年度に実施した助成事業の概要

206

190 194

257

0

100

200

300

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

助
成
券
申
請
者
数
（
人
）



計
画
策
定

に
あ
た
っ
て

ڭ

地
域
特
性
と

上
位
・
関
連
計
画

の
整
理

ڮ

地
域
公
共
交
通

の
運
行
状
況
等

の
整
理

گ

町
民
の

地
域
公
共
交
通
に

対
す
る
ニ
ー
ズ

ڰ

将
来
像
と

基
本
目
標

ڱ

計
画
の
進
捗
管
理

ڲ

P.48

੦ম৯ఏڮ েણ୎৿भ்॑ઁऑॊn৉ୠਁુઐৢ|द਍৸ऩেણ୎৿॑ન৳

௬੼੐ఏ ਠ૾க؞৯ఏகੑ؞೾্১

ગౣ৏੒৺ং५
َঝথॊ॒ಀُઈ
ষଡ଼଍ਯ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২

�ଡ଼଍ �ଡ଼଍ ଡ଼଍ڲ ଡ଼଍ڲ ଡ଼଍ڲ ଡ଼଍ڲ

令和４年度に路線統合を検討し、途中経過として現行の予約バス
「ルンるん号」は４路線となり、再編を実施する令和6年度までは、
運行路線数4路線を維持するため、再編前の直近の年次である令和5年
度を現状値とします。
令和6年度以降、再編後の予約バス「ルンるん号」は、「まちなか

地区」、「八束・白石地区」、「金原・豊田地区」、「田代・稲穂地
区」、「鈴岡・神丘地区」、「美利河～光台地区」の全６路線となり
ます。

ગౣ৏੒৺ং५
َঝথॊ॒ಀُઈ
ষपબॊઈૡুਯ
఺ल੤૏઎ਯभન
৳

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২

�য�঩
�઎�঩

�য�঩
�઎�঩

য�঩ڲ
઎�঩ڲ

য�঩ڲ
઎�঩ڲ

য�঩ڲ
઎�঩ڲ

য�঩ڲ
઎�঩ڲ

現行の予約バス「ルンるん号」と同様に、１路線を運行するのにあ
たって、１人/日・１台/日のリソースを活用するため、上記指標「再
編後予約バス「ルンるん号」運行路線数」と連動し、現状値を令和5
年度、再編を実施する令和6年度以降の目標値を、６人/日・６台/日と
します。

ગౣ৏੒৺ং५
َঝথॊ॒ಀُ
ਹ৷঻ਯ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২

�����
য�ফ

�����
য�ফ

�����
য�ফ

�����
য�ফ

�����
য�ফ

�����
য�ফ

予約バス「ルンるん号」の利用者数は、現行で運行している４地区
は現状維持（3,450人/年）を想定し、新たに運行拡大を予定している
２地区については、転換前の患者バスの利用実績に基づき、381人/年
とし、全体で3,831人/年としています。

ગౣ৏੒৺ং५
َঝথॊ॒ಀُभ
ઽ੍પ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২

������
૸৞�ফ

������
૸৞�ফ

������
૸৞�ফ

������
૸৞�ফ

������
૸৞�ফ

������
૸৞�ফ

収入額は、上記指標「再編後予約バス「ルンるん号」利用者数」と
連動し、支出額は、これまでの予約バス「ルンるん号」及び、再編後
新たに運行する２路線分の経費を想定し、収支額を12,338千円/年と
します。

੒৺ং५َঝথॊ
॒ಀُभઈষढ़
ংش෠સ়

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২

����٫ ����٫ ����٫ ����٫ ����٫ ����٫

予約バス「ルンるん号」の再編により、交通空白地域となっていた
地区が公共交通が利用できる地域となるため、対象人口分のカバー圏
割合の上昇が見込まれます。
※現状値を国勢調査の調査年度としているため、目標値についても、
次回の国勢調査年度である令和７年度としています

表６-２ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標２の内容）
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௬੼੐ఏ ਠ૾க؞৯ఏகੑ؞೾্১

௿ྕ଍ق���௺
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඿ச௿ྕಀभ঴৔
ਹ৷঻ਯ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২
য�঩ڰ য�঩ڲ য�঩ڲ য�঩ڲ য�঩ڲ য�঩ڲ
快速瀬棚号の利用者のうち、町民は主に通学、通院で利用している

状況です。今後の町外の高校に通学する方や免許返納等により、町内
の利用者数は増加することが想定されるため、６人/日としています。

َ০সُং५೿द
भଭఌযਯ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২
য�঩ڵ ��য�঩ ��য�঩ ��য�঩ ��য�঩ ��য�঩
「今金」バス停で他の公共交通に乗り換えている利用者は、令和３

年度の乗降調査で９人/日となっています。今後、事業５で示した内容
を推進していくため、「自動車による送迎」で「今金」バス停まで移
動している方が、他の公共交通に転換することを想定し、１９人/日と
しています。

表６-４ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標４の内容）

表６-３ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標３の内容）੦ম৯ఏگ ৻౹ઐৢभ଑োपेॉਹ೶ਙभৈःেણ୎৿॑ન৳
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瀬棚線（721系統）は、沿線自治体と連携しながら、路線運行の維
持に努める必要があるため、現状値から大幅な変化が生じない目標値
とします。

表６-５ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標５の内容）

੦ম৯ఏڱ
৉ୠਁુઐৢ॑ेॉମ੺प૎गैोॊnਹ৷യਤੁभன৫|द৉ୠਁુઐৢ॑
೶ਹध૎गॊਔ௙॑ᅿਛ

௬੼੐ఏ ਠ૾க؞৯ఏகੑ؞೾্১

৉ୠਁુઐৢभੲ
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ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২
৚�ফڬ ৚�ফڭ ৚�ফڭ ৚�ফڭ ৚�ফڭ ৚�ফڭ
令和３年度の実績で０回/年となっているため、計画策定後は、公共

交通をより身近に感じてもらうことを目的として、１回/年としていま
す。

ॹ४ॱঝᄘ৬॑ણ
৷खञৄइॊ৲
१شঅ५଑ো੯ਯ

ਠ૾க
ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২ ഥਮ�ফ২
੯ڬ ੯ڭ ੯ڭ ੯ڭ ੯ڭ ੯ڭ
現状、デジタル媒体を活用した見える化サービス導入件数は０件と

なっていますが、令和５年度以降、システム事業者等との調整が完了
し次第、町内交通結節点での導入を想定しています。
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今金町地域公共交通計画改訂に係る新旧対照表（任意様式） 
（傍線部は改正部分） 

改 訂 後 改 訂 前 

今金町地域公共交通計画の一部を次のように改訂する。 

Ｐ３６ 

５．将来像と基本目標 

 ５－２ 重点課題を踏まえた基本目標 

 基本目標３ 代替交通の導入により利便性の高い生活移動を確保 

 

函館バス路線で自由乗降期区間を実施している道道９３６号線

沿線地域を対象に、生活移動の継続的な確保を目的に、予約バス

「ルンるん号」の運行エリア拡大を検討します。 

 

Ｐ３７  

図５－１ 本町が目指すべき将来像 中 

瀬棚線（７２１系統）※紫着色箇所 

 ・運行経路変更に伴う代替交通の確保に資する、ルンるん号の運行エリアの拡    

  大 

 

 

Ｐ３８ 

図５－２ 町内を運行する地域公共交通の役割 中 

 再編後の地域公共交通で予想される確保状況-移動圏域「町内」 

 移動目的「通院」：再編後予約バス「ルンるん号」     

 移動目的「私用」：再編後予約バス「ルンるん号」     

 

Ｐ４０ 

具体的な内容 

 ③運行サービス水準の検討 

  現在、運行している患者バス（鈴岡・神丘方面）の運行サービス水準を踏襲

し、２便/日の運行便数を確保します。なお、運行曜日についても、現行患

者バス（鈴岡・神丘方面）の運行曜日を踏襲し、月曜日から金曜日までの週

５日運行とします。 

図５－５ 予約バス「ルンるん号」の使い方 

 

今金町地域公共交通計画の一部を次のように改訂する。 

Ｐ３６ 

５．将来像と基本目標 

 ５－２ 重点課題を踏まえた基本目標 

 基本目標３ 地域内資源である“ハイヤーの活用”で利便性の高い生活移動を

確保 

       函館バス路線で自由乗降期区間を実施している道道９３６号線

沿線地域を対象に、生活移動の継続的な確保を目的に、ハイヤー

料金の低廉化措置を検討します。 

 

Ｐ３７  

図５－１ 本町が目指すべき将来像 中 

瀬棚線（７２１系統）※紫着色箇所 

・自由乗降区間廃止に伴うタクシー料金の低廉化措置の導入 

※運行区間（種川止まりor市街地まで運行）については、全国的な事例を加

味して検討 

 

Ｐ３８ 

図５－２ 町内を運行する地域公共交通の役割 中 

 再編後の地域公共交通で予想される確保状況-移動圏域「町内」 

 移動目的「通院」：再編後予約バス「ルンるん号」・患者バス 

 移動目的「私用」：再編後予約バス「ルンるん号」・患者バス 

 

Ｐ４０ 

具体的な内容 

 ③運行サービス水準の検討 

  現在、運行している予約バス「ルンるん号」の運行サービス水準を踏襲し、 

５便/日の運行便数を確保します。なお、運行曜日についても、現在ルンる

ん号の運行曜日を踏襲し、月曜日から土曜日までの週６日運行とします。 

 

図５－５ 予約バス「ルンるん号」（八束・白石方面）の運行便数 

 



Ｐ４１ 

基本目標３ 代替交通の導入により利便性の高い生活移動を確保 

 

具体的な内容 

 ①所要時間短縮の効果 

  幹線交通「瀬棚線（７２１系統）」について、道道９３６号線運行区間の運

行から、国道２３０号花石道路の運行に振り替えることで、既存の所要時間

から「１０分間」の短縮が図られることが期待されます。 

  また、運行キロとして「約７ｋｍ/便」の削減に繋がることから、本町とし

て瀬棚線（７２１系統）の運行維持確保に要している経費の圧縮に寄与する

ことが期待されます。 

 ②沿線住民への影響を最小化する代替交通の検討 

                       既存の患者バスを活用し、こ

れまでバス運行路線の沿線まで移動が必要であった現状から、自宅付近から

利用でき、利便性を確保した移動手段の創設を検討します。 

 

Ｐ４２ 

基本目標３ 代替交通の導入により利便性の高い生活移動を確保 

 

 

事業４ 道道９３６号線沿線における代替交通の導入 

概要、具体的な内容、実施スケジュール（代替交通の導入について） 

 

図５－７ 予約バス「ルンるん号」の運行イメージ 

 

 

 

Ｐ４４ 

図５－８ 交通事業者が企画、関係自治体と協力・後援を行った事例 

 

Ｐ４５ 

図５－９  函館バス株式会社バスロケ―ションシステム設置事例① 

図５－１０ 函館バス株式会社バスロケ―ションシステム設置事例② 

 

Ｐ４６ 

図５－１１ 過年度に実施した助成事業の概要 

Ｐ４１ 

基本目標３ 地域内資源である“ハイヤーの活用”で利便性の高い生活移動を確   

      保 

具体的な内容 

 ①所要時間短縮の効果 

  幹線交通「瀬棚線（７２１系統）」について、道道９３６号線運行区間の運

行から、国道２３０号花石道路の運行に振り替えることで、既存の所要時間

から「７分間」の短縮が図られることが期待されます。 

  また、運行キロとして「約６ｋｍ/便」の削減に繋がることから、本町とし

て瀬棚線（７２１系統）の運行維持確保に要している経費の圧縮に寄与する

ことが期待されます。 

 ②沿線住民への影響を最小化する代替交通の検討 

  事業４で整理する「タクシー運賃助成制度」や既存の患者バスを活用し、こ

れまでバス運行路線の沿線まで移動が必要であった現状から、自宅付近から

利用でき、利便性を確保した移動手段の創設を検討します。 

 

Ｐ４２ 

基本目標３ 地域内資源である“ハイヤーの活用”で利便性の高い生活移動を確   

      保 

 

事業４ 道道９３６号線沿線におけるタクシー助成制度の新設 

概要、具体的な内容、実施スケジュール（タクシー助成制度の新設について） 

 

図５－７ タクシー運賃低廉化措置の概要 

図５－８ 山形県南陽市沖郷地区で実施しているタクシー運賃低廉化措置の事  

     例 

 

Ｐ４４ 

図５－９ 交通事業者が企画、関係自治体と協力・後援を行った事例 

 

Ｐ４５ 

図５－１１ 函館バス株式会社バスロケ―ションシステム設置事例① 

図５－１２ 函館バス株式会社バスロケ―ションシステム設置事例② 

 

Ｐ４６ 

図５－１３ 過年度に実施した助成事業の概要 



Ｐ４８ 

表６－２ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標２の内容） 中 

評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」運行路線数 

現状値・目標値・計測方法 

  令和６年度～令和９年度：６路線 

  令和６年度以降、再編後の予約バス「ルンるん号」は、「まちなか地区」、「八

束・白石地区」、「金原・豊田地区」、「田代・稲穂地区」、「鈴岡・神丘地区」、

「美利河～光台地区」の全６路線となります。 

 

評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」運行に係る運転手数及び車両台数の

確保 

 現状値・目標値・計測方法 

  令和６年度～令和９年度：６人/日・６台/日 

  現行の予約バス「ルンるん号」と同様に、１路線を運行するのにあたって、

１人/日・１台/日のリソースを活用するため、上記指標「再編後予約バス「ル

ンるん号」運行経路数」と連動し、現状値を令和５年度、再編を実施する令

和６年度以降の目標値を、６人/日・６台/日とします。 

 

評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」利用者数 

 現状値・目標値・計測方法 

  令和４～５年度：３，４５０人 

  令和６～９年度：３，８３１人 

  予約バス「ルンるん号」の利用者数は、現行で運行している４地区は現状維

持（３，４５０人/年）を想定し、新たに運行拡大を予定している２地区に

ついては、転換前の患者バスの利用実績に基づき、３８１人/年とし、全体

３，８３１人/年としています。 

 

評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」の収支額 

現状値・目標値・計測方法 

  収入額は、上記指標「再編後予約バス「ルンるん号」利用者数」と連動し、

支出額は、これまでの予約バス「ルンるん号」及び、再編時新たに運行する

２路線分の経費を想定し、収支額を１２，３３８千円/年とします。 
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表６－２ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標２の内容） 中 

評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」運行路線数 

現状値・目標値・計測方法 

  令和６年度～令和９年度：５路線 

  令和６年度以降、再編後の予約バス「ルンるん号」は、「まちなか地区」、「八

束・白石地区」、「金原・豊田地区」、「田代・稲穂地区」、「鈴岡・神丘地区」 

            の全５路線となります。 

 

 評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」運行に係る運転手数及び車両台数の

確保 

 現状値・目標値・計測方法 

  令和６年度～令和９年度：５人/日・５台/日 

  現行の予約バス「ルンるん号」と同様に、１路線を運行するのにあたって、

１人/日・１台/日のリソースを活用するため、上記指標「再編後予約バス「ル

ンるん号」運行経路数」と連動し、現状値を令和５年度、再編を実施する令

和６年度以降の目標値を、５人/日・５台/日とします。 

 

 評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」利用者数 

 現状値・目標値・計測方法 

  令和４～５年度：３，７９６人 

  令和６～９年度：４，４５７人 

  予約バス「ルンるん号」の利用者数は、現行で運行している４地区は現状維

持（３，７９６人/年）を想定し、新たに運行拡大を予定している 地区に

ついては、４地区の人口に対する利用率に基づき、６６１人/年とし、全体

４，４５７人/年としています。 

 

 評価指標-再編後予約バス「ルンるん号」の収支額 

現状値・目標値・計測方法 

  収入額は、上記指標「再編後予約バス「ルンるん号」利用者数」と連動し、

支出額は、これまでの予約バス「ルンるん号」の経費及び再編時に活用する

患者バスの交通資源分の経費を想定し、収支額を１２，３３８千円/年とし

ます。 

 

 

 



 評価指標-予約バス「ルンるん号」の運行カバー圏割合 

現状値・目標値・計測方法 

  予約バス「ルンるん号」の再編により、交通空白地域となっていた地区が公

共交通が利用できる地域となるため、対象人口分のカバー圏割合の上昇が見

込まれます。 

 

Ｐ４９ 

表６－３ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標３の内容） 中 

基本目標３ 代替交通の導入により利便性の高い生活移動を確保 

 

 

評価指標-タクシー助成制度の実利用者数を削除 

 評価指標-予約バス「ルンるん号」の運行カバー圏割合 

現状値・目標値・計測方法 

  予約バス「ルンるん号」の再編により、交通空白地域となっていた「鈴岡」

「神丘」が公共交通を利用できる地域となるため、対象人口分のカバー圏割

合の上昇が見込まれます。 

 

Ｐ４９ 

表６－３ 計画の達成状況を評価する指標（基本目標３の内容） 中 

 基本目標３ 地域内資源である“ハイヤーの活用”で利便性の高い生活移動を

確保 

 

 評価指標-タクシー助成制度の実利用者数を記載 
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令和６年フィーダー系統確保維持 

計画の変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙 

令和６年３月  日 

          （名称） 今金町地域公共交通活性化協議会 

 １．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

今金町の人口は5,072人（令和2年国勢調査）で内75歳以上の高齢者は、既に住民の4.2

人に１人にあたる1,200人規模（2020年）に達し、今後さらに増えていくことが予想され

ており、これまでの自家用車中心の地域交通のままでは、今後日常生活において不便にな

る世帯が増加することが懸念される。 

本町の公共交通機関として、旧国鉄廃止後の代替バスである地域間幹線系統「瀬棚線」

が国道２３０号線で運行されているが、国道から外れた町の南部地区（八束・白石地区、

金原・豊田地区、日進地区、田代・稲穂地区）についてはスクールバスと患者輸送（福祉）

バスが運行されているのみであり、地域間幹線系統への接続や市街地への外出が困難な交

通空白地域である。 

このため、自動車での移動が困難な高齢者等の生活交通路線の確保と、交通空白地域の

解消を目的として、平成26年10月から八束・白石地区、平成27年10月から金原・豊田地区

及び日進地区、平成28年10月から田代・稲穂地区、令和6年4月から上地区（美利河～光台）

及び西部地区（神丘・鈴岡）において、スクールバス一般混乗の導入及び地域間幹線系統

に接続するフィーダー系統（デマンドバス）の運行を開始した。今後、このデマンドバス

を持続的な公共交通として地域に定着させることが必要である。 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

  運行地区全体の利用者数  ３，６５０人 

  一運行当たりの輸送人数    ３．０人 

  前年度と比較し、利用者数及び一運行当たり人数が減少したことから、前年度同等の 

数値を目標として設定する。 

【参考数値】※日進地区及び田代・稲穂地区は補助対象外系統 

 R2.10月～R3.9月 R3.10月～R4.9月 

利用者数 一運行当たり 利用者数 一運行当たり 

八束・白石地区 2,860人 4.6人 2,640人 4.2人 

金原・豊田地区 320人 1.2人 374人 1.2人 

日進地区 4人 1人 5人 1人 

田代・稲穂地区 437人 1.3人 347人 1.3人 

計 3,621人 3.0人 3,366人 2.8人 

   〇患者バス利用者数 381人（令和3年度） 

（今金町地域公共交通計画 Ｐ４８ 参照） 

 
（２）事業の効果 

①幹線バス（長万部～せたな間）へのアクセスができ、利用促進が図られる。 

②各地区と市街地間における移動手段が充実する。 

③各地区と病院や商業施設等が結ばれることで日常生活に必要な社会基盤が維持される。 

④地区内外問わず高齢者の社会参加が促進される。 

⑤行政サービスの向上が図られる。 

⑥高齢者の交通事故の減少が図られる。 
３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・時刻表及びバスの概要や利用方法を記載した様式を、運行区域住民を対象に配布してい

る。（今金町） 
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４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付。 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

・運行経費から国庫補助金額及び営業収入を差し引いた差額分を、今金町から運行事業者

へ補助する。（令和３年度補助金８，０００千円、令和４年度補助金９，０２６千円） 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・毎月の乗車実績を把握し、評価を実施している。 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 ・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付。 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

 ※該当なし 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 ※該当なし 

（２）事業の効果 

 ※該当なし 

13車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 ※該当なし 
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14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

① 車両の代替による費用削減等の内容 
※該当なし 

② 代替車両を活用した利用促進策 
 ※該当なし 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 ※該当なし 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

（２）事業の効果 

 ※該当なし 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 ・平成25年4月～令和4年6月 

  前年度以前の申請計画に記載のため省略 

 ・令和4年  7月13日令和4年度第2回今金町地域公共交通活性化協議会 

  役員の選出、収支決算及び収支予算案の承認、計画における施策の協議など 

 ・令和4年11月 11日令和4年度第3回今金町地域公共交通活性化協議会 

  今金町地域公共交通計画（素案）の提示説明、事業評価の承認 

 ・令和4年12月 2日今金町地域公共交通計画（案）に対する意見照会 

  今金町地域公共交通計画（案）に対する意見・質問の有無 

 ・令和5年  1月17日令和４年度第1回協議会部会 

鈴岡・神丘地区での患者バスからデマンドバスへの移行について（町保健福祉課） 

 ・令和5年  1月20日令和4年度第4回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

  今金町地域公共交通計画の承認 
 ・令和5年  2月  9日令和４年度第2回協議会部会 
地域交通支援事業（道単補助）について（道庁・檜山振興局） 
 ・令和5年 3月28日令和4年度第5回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

  事業評価に対する二次評価結果の報告等 

 ・令和5年 6月 9日令和5年度第1回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

  収支決算及び収支予算案の承認、本計画の承認 

 ・令和5年10月 4日令和5年度第2回今金町地域公共交通活性化協議会 

役員の選出、実証運行について 

・令和6年 1月15日令和5年度第3回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

実証運行開始の報告、事業評価の承認、本計画の変更について 

 ・令和6年2月16日令和5年度第4回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

  実証運行実績報告、本格運行実施に伴う承認、バスターミナル一体化について 

 ・令和6年2月16日令和5年度第1回今金町地域公共交通活性化協議会部会（書面開催） 

  本格運行実施に伴う利用料金の設定について 

・令和6年3月8日令和5年度第5回今金町地域公共交通活性化協議会（書面開催） 

 今金町地域公共交通計画の変更、本計画の変更について 



別 紙 

19．利用者等の意見の反映状況 

・平成24年度に町独自で実施した今金町地域交通サービス導入調査において、各地区（13 

地区）住民聞き取り調査、各地区代表及び民生委員等30名でのワークショップを開催し、

地域住民の交通課題及びニーズの把握を行い、それをベースとした報告書を作成した。 

・平成25年度には上記報告書をもとに八束・白石地区を対象エリアとして9月・2月に

実証調査運行を実施した。実施後にアンケート等を行い、課題把握を行った。これらの

データをもとに協議会で検討を経て、平成26年10月から八束・白石地区での本格運行

を開始した。 

・平成26年度には9月・2月に金原・豊田地区、日進地区で実証調査運行を実施し、実

施前後に当該地区の民生委員にも協力を得てアンケートや聞き取りを行ったほか、八

束・白石地区では利用者から運行事業者へ日常的に届く声に基づいて運行事業者におい

ても聞き取りを行っていただき、平成27年4月から運行時刻の変更などを行った。その

後協議会での検討を経て、平成27年10月から金原・豊田地区、日進地区でも本格運行

を開始し、日進地区においては実証調査運行時と地区住民の状況が変わったことなどを

地区の集会時等に聞き取りした。 

・平成27年度には9月・2月に田代・稲穂地区で実証調査運行を行い、それぞれ実施前

に利用見込者に対し説明や聞き取りを行うほか、2月には当該地区住民を対象にアンケー

トを行った。その後協議会での検討を経て、平成28年10月から同地区で本格運行を開

始した。 

・平成29年4月から、利用者より聴取した意見に基づいて協議会において検討し、時刻

表のレイアウトを改正した。 

・平成30年4月から、電話の他ＦＡＸでの予約受付を開始した。また、ＦＡＸ予約様式

を作成し、老人クラブなど団体での受付も可能とした。 

・平成30年度にはかねてより利用者から意見のあった市街地内での乗降について検討を

行い、9月・2月に八束・白石地区の下車エリア（市街地）内での乗車を可能とした実証

調査を実施し、令和元年7月から本格導入した。 

・令和3年9/10～9/24の間に行った町民ニーズ把握調査の結果より、予約バスルンるん号の

運行を認知している割合は回答936票のうち約７割であり、ルンるん号の不便な点として、

『バスの運行エリアがわからない・使い方がわからない』などと回答があったため、対象地

区に対して時刻表を全戸配布することで周知を行っている。 

・令和6年1月から上地区（美利河～光台）及び西部地区（神丘・鈴岡）で実証運行を行う

にあたり、対象地区である上地区（花石地区・中里地区・住吉地区）及び西部地区（神丘・

鈴岡）にて住民説明会を開催した。その後協議会での検討を経て、同年4月から同地区で

本格運行を開始する。 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）瀬棚郡今金町字４８番地１        

（所 属）今金町まちづくり推進課企画政策グループ 

（氏 名）主事補 松永 真翔           

（電 話）０１３７－８２－０１１１（内線１３３） 

（e-mail）imk-kikakushinko@town.imakane.lg.jp   
 
注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によらなくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画を作成している場合に

は、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただ

し、上記２．・３．については、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、

当該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るようにして下さい。また、地域公

共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出される必要があります）。 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和6年度

起点
経由地

営業区域
終点 運行態様の別

基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹線
系統等と接続の確保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

往 ㎞

復 ㎞

往 ㎞

復 ㎞

往 ㎞

復 ㎞

往 ㎞

復 ㎞

往 ㎞

復 ㎞

区域運行 ①

①

瀬棚線が起点となるバス停
が共有であるとともに、乗り
継ぎにも適したダイヤ設定と
する。（今金停留所）

①

①124 日 77.0 回

区域運行

区域運行

瀬棚線が起点となるバス停
が共有であるとともに、乗り
継ぎにも適したダイヤ設定と
する。（今金停留所）

①

103 日 64.0 回

297 日 399.0 回

296 日

(４) 美利河地区線 今金町

(３) 田代稲穂地区線 今金町有限会社　東ハイヤー

(５) 神丘鈴岡地区線 今金町

区域運行

区域運行(２) 金原豊田地区線 今金町

296 日 830.0 回今金町 (１) 八束白石地区線 今金町

523.0 回

①

瀬棚線が起点となるバス停
が共有であるとともに、乗り
継ぎにも適したダイヤ設定と
する。（今金停留所）

③

①

瀬棚線が起点となるバス停
が共有であるとともに、乗り
継ぎにも適したダイヤ設定と
する。（今金停留所）

③

瀬棚線が起点となるバス停
が共有であるとともに、乗り
継ぎにも適したダイヤ設定と
する。（今金停留所）

③

市区町村 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

運
送
継
続
特
例
措
置



運行回数･サービス提供時間算定表④

103.0 64.0

 サービス提供時間(り)  　　 O  運行割合（ろ+に）/（い）=（ほ）

運行
系統

 計画運行日数  B

美利河地区線
 計画運行回数
　　　　　　（い） E

64.0

　*1 運行回数は、１運行を1回としてカウントする。
　（往、復、循環各1回）
　*2 天災欄は、運休のうちやむを得ない理由のもの

 実績運行日数               F  運休回数 (い)－(ろ)=（は）

 実績運行回数（ろ）         J  やむを得ない運休回数（に） I

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

4月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

17 34.0 11.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

5月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

18 36.0 11.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

6月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

16 32.0 10.0

サービス提供時間

サービス提供時間

サービス提供時間

小    計

時間

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年 全日
火～金

16 32.0 30.0% 10.0

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年 全日
火～金

18 36.0 30.0% 11.0 時間

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画

A

6年 全日
火～金

17 34.0 30.0% 11.0

備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）

時間

小    計

算定表④  3/4



運行回数･サービス提供時間算定表④

103.0 64.0

 サービス提供時間(り)  　　 O  運行割合（ろ+に）/（い）=（ほ）

運行
系統

 計画運行日数  B

美利河地区線
 計画運行回数
　　　　　　（い） E

64.0

　*1 運行回数は、１運行を1回としてカウントする。
　（往、復、循環各1回）
　*2 天災欄は、運休のうちやむを得ない理由のもの

 実績運行日数               F  運休回数 (い)－(ろ)=（は）

 実績運行回数（ろ）         J  やむを得ない運休回数（に） I

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

7月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

18 36.0 11.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

8月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

18 36.0 11.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

9月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

16 32.0 10.0

103 206.0 64.0

小    計

合    計

サービス提供時間

サービス提供時間

サービス提供時間

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画

36.0 30.0% 11.0

6年 全日
火～金

18 36.0 30.0% 11.0

備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年
時間

32.0 30.0% 10.0 時間

時間

全日
火～金

18

6年 全日
火～金

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

16
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運行回数･サービス提供時間算定表⑤

124.0 77.0

 サービス提供時間(り)  　　 O  運行割合（ろ+に）/（い）=（ほ）

運行
系統

 計画運行日数  B

神丘鈴岡地区線
 計画運行回数
　　　　　　（い） E

77.0

　*1 運行回数は、１運行を1回としてカウントする。
　（往、復、循環各1回）
　*2 天災欄は、運休のうちやむを得ない理由のもの

 実績運行日数               F  運休回数 (い)－(ろ)=（は）

 実績運行回数（ろ）         J  やむを得ない運休回数（に） I

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

4月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

21 42.0 13.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

5月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

21 42.0 13.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

6月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

20 40.0 12.0

サービス提供時間

サービス提供時間

サービス提供時間

小    計

時間

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年 全日
月～金

20 40.0 30.0% 12.0

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年 全日
月～金

21 42.0 30.0% 13.0 時間

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画

A

6年 全日
月～金

21 42.0 30.0% 13.0

備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）

時間

小    計
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運行回数･サービス提供時間算定表⑤

124.0 77.0

 サービス提供時間(り)  　　 O  運行割合（ろ+に）/（い）=（ほ）

運行
系統

 計画運行日数  B

神丘鈴岡地区線
 計画運行回数
　　　　　　（い） E

77.0

　*1 運行回数は、１運行を1回としてカウントする。
　（往、復、循環各1回）
　*2 天災欄は、運休のうちやむを得ない理由のもの

 実績運行日数               F  運休回数 (い)－(ろ)=（は）

 実績運行回数（ろ）         J  やむを得ない運休回数（に） I

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

7月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

22 44.0 14.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

8月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

21 42.0 13.0

実　　績

運行日数

調整% 増便 C＋G＋H＝ 実運行時間 待機時間 回送時間 予約時間 K＋L＋M＋N＝

B A×B＝C D C×D＝E F G H 天災*2 I J K L M N O

往 1

復 1

9月 循

往 時間

復 分

循 計

往

復

循

往

復

循

19 38.0 12.0

124 248.0 77.0

小    計

合    計

サービス提供時間

サービス提供時間

サービス提供時間

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画

44.0 30.0% 14.0

6年 全日
月～金

21 42.0 30.0% 13.0

備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

6年
時間

38.0 30.0% 12.0 時間

時間

全日
月～金

22

6年 全日
月～金

小    計

年月
曜日
区分

片道・循環
回数

計　画 備　　考

運行日数 運行回数
調整後の運行回数 運行回数*1

運休（－） （調整、増便、運休、補助
対象外となった理由等）A

19
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